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   Change of cholesterol level in the prostatic fluid following administration of various 
hormones was investigated using Huggins' dog. In general, the total cholesterol level in 
the prostatic fluid decreased following administration of hormones which have either 
direct or indirect actions of male sexual hormones, while the level increased following 
administration of hormones having actions of female sexual hormones. 
   1) In the group given male sexual hormones, although a slight increase in the total 
cholesterol level was demonstrated on the 5 th. day of the administration in 2 out of 5 
cases, all cases showed a decrease in its level on the 15 th. day of administration. 
   2) In the group given gonadotropic hormone, all of 4 cases demonstrated a decrease 
in the total cholesterol level on the 20 th. day of administration, despite the fact that 
only one case had a slight increase on the 5th. day of administration. 
   3) In the group given ACTH, the total cholesterol level decreased in 2 out of 3 cases. 
The remaining one case showed a slight decrease on the 20 th. day of treatment. 
   4) In the group given anabolic hormones, trend of decrease in the total cholesterol 
level was demonstrated on 5 days after cessation of 20 days continuous administration in 
one out of two cases, while the other cases showed the lowest level on the 15 th. day of 
administration. 
   5) In the group given Prolactin, a slight decrease in the total cholesterol level was 
seen on 15 th. day of treatment in one dog and on 10 th. day in the other dog. 
   6) In the group given female sexual hormones, an increase in the total cholesterol 
level was demonstrated in 2 out of 4 dogs on the 5 th. day of treatment, and in 3 out of 
4 on the 10 th. day. The ester-rate, however, showed a tendency of decrease. 
   7) In the group given adrenocortical hormones, 2 out of 3 dogs demonstrated an 
increase in the total cholesterol level on the 5 th. day of administration. 
   8) In the group given thyroid hormones, no definite trend was found, although alterations 
of the total cholesterol level were seen on the 10 th. and 20 th. day of treatment.
4緒 言
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著者 は第1編 において犬前立腺分 泌 液 中 の
cholestero1は血中 由来の物が其 の 大部分を し
め,又 ラッ トに高cholestero1血症を起 させそ
の前 立腺組織 のcholestero1を検す るに必ず し
も血 中cholestero1値と平行 しない事 を述 べた
が,本 篇では分泌液中のcholestero1は如何な
る因子に より変動 す るかをホルモ ンを中心 とし
て検索 した.
由来雄性副性器 であ る前立腺並 びに精嚢腺 に
就 いては男性 ホル モンに依存性が ある ことが古
くより知 られ,1780年代Hnnter3,が去勢に ょ
り前立腺が萎縮 している事 を観 察 して以来多 数
の知 見 があ り,Hugginseta1Pは前立腺分泌
液の男性,女 性 ホル モソ投与に よる影響 につ い
て報告 をな し,特 にMooreeta14,も男,女 ホ
ルモ ソ投与 に よる犬前立腺分泌液 のcholestero1
の変動 について記載 してお り,本 邦 において も
伊東10}(1942)は家兎前立腺組織 において去勢
並 びに男性 ホル モン投与 に よる脂肪 の変化 に就
いて検討 を行っ ている.そ こで著 者 も犬前立腺
分泌液中 のcholestero1の変動の有 無 を 知 る
為,各 種ホルモ ソをHuggins'do9に投与 し犬
前 立腺分泌液 中のcholestero1の変動 に関する
実験 を行 い若干 の知見 を得 たので其 の詳細 を報
告 する次第 である.
実験対象及び測定方法
y1ProPionate(塩野 義)25mg毎 日注20日 間投 与
6)甲状 腺 ホル モ ソ;Thyradin(帝臓)0.19毎
日注20日 間投 与
c)測 定 方 法並 び に実 験 方 法
術 後2週 後 のHuggins'dogの足 静 脈 よ り5日 に1
回Pilocarpinehydrochloride10mg投与 を 行 な い
前立 腺 分 泌 液 を1時 間 採取 し,其の1部 を用 い てZak
Henly(第1編 に 同 じ)の 方 法 を 用 い 測 定 を 行 な っ
た.
実 験 成 績
a)使 用 動物 並 び に処 置
体 重10～20kgの雄 成 犬 を 用 い前 立 腺 痩 犬(Huggi-
nsレdog)を作 成す る(第1編 に 同 じ)
b)投 与 ホ ル モ ソ剤
1)男 性 ホル モ ン:Testosteronepropionate(帝
臓)5mg毎 日注20日 間 投 与
2)女 性 ホル モ ソEstradiolbenzoate(帝臓)
4,000単位 毎 日注20日 間 投 与
3)性腺 刺 戟 ホル モ ソ=PMS(帝 臓)200単位 毎
日注20日 間 投 与
4)下 垂 体 副 腎 皮 質 ホ ル モ ソ:Cortisoneacetate
(万有)25mg毎 日注20日 間投 与
ACTH(第 一)20単位 毎 日注20日 間 投 与
prolactin(帝臓)50iu毎 日注20日 間投 与




少の傾向が見 られ,其 の内1例 においてはOmg/dlと
なっている.一般に男性ホルモン投与日数が増すにつ
れ投与後15日目では全例において減少している.又 ホ

























































































T.cho1:総 コ レ ス テ ロ ー ル
F・cho1:遊 離 型 コ レ ス テrr,一ル
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T.cho1:総 コ レ ス テ ロ ー ル
F.cho1:遊 離 型 コ レ ス テP一 ル
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T.chol=総 コ レス テ ロー ル
F.cho1:遊離型 コ レス テ ロー ル
表7蛋 白 同 化 ホ ル モ ソ投 与群(単 位mg/d1)
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5
T.chol:総 コ レス テ ロ ー ル























2例 中1例 に お い て ホ ル モ ン投 与 後10日目に お い て
総cholestero1の軽 度 の減 少 を 見 るが 以 後 は 著 明 な


















































































T.cho1:総 コ レ ス テ ロ ー ル
F,cho1:遊 離 型 コ レ ス テ ロ ー ル
総括並びに考按
H・Thompson(1878)が人 の前 立腺分泌液
に脂質 を認 めて以来,犬1,m及 び人2,におけ る
前立腺分泌液 にcholestero1が存在す る事 に就
い ては一般 に支持 され てい る.著 者 は第1編 に
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おいて犬前立腺分泌液 中のcholestero1は遊離
型cholesterolが其 の大部分 を しめ排泄 過程 に
ある ことが想 像 され る としたが,前 立腺 分泌液
中 のcholestero1には如何 なる因子 が変動 の調
整 に関与 してい るかを藪で検討 してみたい.
緒言 で も述 べた如 く雄性副性器 である前立腺
並 びに精 嚢腺に関 して男性 ホルモ ソ依存性 のあ
る ことは古 くよ り云われ,Hunter3,(1786)以
来多数 の報告 が あ り,特 にHugginsetal".11),
Mooreeta14,5,にょ り男女 ホルモ ン投与 に より
前立 腺分泌液 の影響が著 しい との発表 があ る.
前立 腺の機能 は古 くか ら其 の大小,分 泌液量 等
に よって知 るこ とが 出来,就 中後者 に関 して男
性 ホル モソ投 与に よりHugginseta16,7'は前
立腺 分泌液の増量す るこ とを報告 し,田 辺8,も
男性 ホルモ ン投与 によ り犬前立腺分泌液 の増加
す ることを立証 してい る.男 性 ホル モン投与 に
よる脂質 の変 動に 就 い て はBarr9,によ れ ば
Testosteroneを家 兎に注射 して血中Lipoprot-
einの増加 を認めてお り,伊 藤10'(1942)もラ
ノリソ添 加食餌飼 養家兎 にEnarmonを 投 与
す る事 に より前立腺組織 におけ る脂肪沈着 の減
少 を報 じ,Mooreeta14)(1941)はTestoste-
roneの7日間投与 によ り前立腺分泌液 中の 総
cholestero1が3例中2例 に増加を 証 明してい
る.著 者 の成績において もホル モン投与後5日
目においては5例 中2例 に総cholesterolの軽
度上昇を認め るが,ホ ル モン投与回数が増加 し
て投 与15日目では全例 にお いて減少 傾 向 を 示
し,前 立腺分泌液 の増加即 ち機能充進 に伴い総
cholesterolの減少 を見た.一一方 遊離choleste-
rolに関 しては男性 ホル モン投与 によ り減少 の
傾 向は見 られ るけれ どもそ のエ ステル比 にお い
てはホルモ ソの影響 は特別 にない様 である.
女性 ホル ン投与 に関 しては,女 性 ホル モンの
作用 が男性 ホルモ ン作用を中和す ると云 う報 告
7J,下 垂体 ゴナ ドトPピ ンを抑制 して前立腺増
大 を抑制 す ると云 う説12」が あ り,い つれ にして
も臨床上 この事 が前立 腺癌13〕に対 す る治療 とし
て用 い られてい る.分 泌液量に関 してもHugg-
insi4,は女性 ホル モン投与 に より減少 を見,田
辺8,も女性 ホル モ ソの10日間 投与 に より1/10
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量 の減少を見て いる.cholestero1に関 しては
赤須且5)はEstrogen少量投 与の場 合血中cho1-
estero1の減少 す ることを報告 し,Marett16)
eta1.もEstrogen投与 によ り総脂肪量 の減少
を見ている,一 方前立腺 に 関 し て は 伊 藤 ω
(1942)はラノ リン添加 食餌飼養雄家兎を 去勢
して前立腺組織 に脂肪 沈 着 の 増 加 を 認 め,
Mooreeta14)はEstradio1投与 にょ り犬前立
腺分泌液 中の総cholesterol並びに遊離cho1-
estero1が2例中1例 に著 明に増加 した こ とを
報告 してい る.著 者 の成績 においてもEstrad-
io1投与5日 目には4例 中2例 に総cholestero1
の増加 を認 め,10日目では4例 中3例 に増加を
来 た し分泌液減少即 ち機 能 低 下 に 伴 っ て 総
cholesterolの増加 が 認 め ら れ る.遊 離 型
cholestero1も増加の傾向を呈 し,そ の=一ステ
ル比 は減少 の傾 向にあ り,著 者が第1編 に述 べ
た如 く前立腺分泌液中 のcholestero1は排泄過
程 にあることが想像 され る.
性腺刺戟 ホル モンに関 しては一般 に下垂体捌
出は性腺及び副性器の萎縮を起 し,下 垂体移殖
によ り性腺 の萎縮は回復 し又正常動 物において
性腺 の肥大促進が起 るとされ,胎 盤性性腺刺戟
ホル モソを雄性動物に投与 す ると間質細胞 に作'
用 して男性ホルモ ソ分泌を促す他,精 細管 に作
用 して幼若 ラッ トに与 えると副性器 の肥大 を起
し精細管 の発育を促す といわれ る(Robson&
Taylor1933)17,又Scottl8)は下垂体別 出 ラ
ッ トの萎縮 した前 立腺 は性腺刺 戟ホルモン投与
によ り回復す ると報告 し,殊 に田辺25)はPMS
投与 により犬前立腺分泌液量 の増加 する ことを
記載 している.著 者の前立腺分泌液 中のchole-
stero1の変動 は4例 中1例 においてホルモン投
与5日 目に総cholestero1は軽度に上昇 したが
他の3例 には減少の傾 向が見 られ,投 与20日目
では全例において対照 に比 し総cholesterolの
減少が示 され男性 ホルモ ソ投与 の場合 と同様前
立腺 分泌量増 加に併 いcholestero1の減 少の傾
向が見 られ た.
副 腎皮質 においては副腎性 男性 ホルモ ソの分
泌 のある ことが広 く認 め られ,Huggins(1941)
以来前立腺 の多 くが男性 ホルモ ン依存性 であ る
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ことが指摘 されて以来男性ホルモ ン生産源 とな
る副腎の捌 除le)20)21)又Corticoid投与に よる
Medicaladrenalectomy22}が行 われ ている.
Corticoid投与 に よる前立腺分泌液量 に関 して
は田辺25)はHydrocortisone25mg毎日投 与に
より10日目より犬前立腺 分泌液量 の軽度減少を
認め,血 中におけ るcholestero1に関 し て は
Adlersbergetal23}24)はCortisone療法を行
った患老の血 清cholesteso1はエステル型 が増
加す ることを見てい る.著 者 の成 績では犬前立
腺 分泌液 中の総cholestero1は3例中2例 にお
いて女性 ホルモ ソ投与 と同様5日 目に増加の傾
向が見 られ るが以後 は変 化な く,DOCA,corti-
sone投与 に よ り前 立腺 分泌液量は やや減少す
ると云 うHugginsの報告 よりする もCortisone
投 与 のみでは大な る変化を与えないのか も知れ
ない と思われ る.
ACTH投 与 に関 してはRosemaneta126).は
ラッ トにACTHを 長期間投 与 して胆汁内に排
泄 され るcholesterolが増加す る こ と よ り,
cholestero1の肝臓内産生 が増 す と述 べ て お
る.著 者 の前 立腺分泌液 中の総chlesterolの
成績 は3例 中2例 において減少 の傾 向を示 し他
の1例 において もホルモン投与20日目にやや減
少を示 してい る.こ れ はBaileyeta127).による
とACTHに より副腎皮質 のAscorbin酸及 び
cholestero1が急激 に減少 し,主 としてCorti-
so1,Corticosteroneが上昇 して同時にDehy-
droepiandrosterone等のAndrogenも上昇す
る と云われ,田 辺25}もACTH投与 によ り犬前
立腺分泌液の増加を見 ると報告 してい ることよ
りすれば,ACTH投 与 に より間接 的に 前 立腺
に男性ホル モソ投 与 と同様 の作 用を示 し,従 っ
て男性 ホル モン投与 と同様犬前立腺分泌液中 の
総cholesterolの減少傾 向を示す ものと考 え ら
れ る.
Prolactin2s)に関 しては 偽妊状態 にある家 兎
を去勢 して前葉物質を作用 させ ると泌乳状態が
現われ る ことより発見 さ れ,そ の 名 称 に も
Prolactin(Riddle1932)Galactin(Gardner
&Turner1933)Mammotropin(Lyorls1935)
等 とも云 われ,多 数 の 報 告 研 究 が あ る が,
Sonnenber29}はProlactin-li3iを用 い雄 ラッ ト
の前立腺組織 に多量 に之を認 明 し,Scott18}が
垂捌去勢 ラッ ト.非 垂 捌去勢 ラッ トに男性 ホル
モ ン投与 し後者 の方 が男性 ホル モ ソに感受性 が
強 く,Prolactinの関与 してい るこ と を 推 定
し,Segaloffeta130).は垂捌雄 ラッ トにLutei・
nizinghormonとProlactinを投 与 し て
Prolactin単独投与 のみ よ り著 明に前立腺重量
の増加 を見 てProlactinは男性 ホルモ ンの感受
性を高 める と報告 してい る.田 辺25}もProlac-
tin投与に よ り犬前立腺 分泌液量 の増加を認 め
ているが,著 者 の成績 においては2例 中1例 に
おいて10日目に,他 の1例 は15日目に総cho1-
estero1の軽度 減少を認 めたが,男 性 ホルモン
投与 の場合 と同様 な減少 の傾 向は認 め られ ない
が,男 性 ホルモ ソ と併用すれ ば変 化が著 明に現
われ るのか も知 れない。
蛋 白同化 ホルモ ンに関 しては,本 来男性 ホル
モンは副性器 の肥 大発育等 の所 謂男性 ホルモ ソ
作用 の外 に蛋 白同化作用 のある ことがKocha-
kian&Murlin36}(1935)にょり確 かめ られて
以来最近種 々な る蛋白 同化 ステ ロイ ドが合成 さ
れ,脂 質 に対 す る作用 のあ ることが認 め られ る
様 になった31)32)佐藤等33)は蛋白同化 ホルモ ソ
投与 に より血 中総cholestero1の減少 を示 し,
前立腺分 泌液 量に関 して道 中34).大野S5,も分泌
液量 の増 加を認め,著 者 の犬前 立腺分泌液 中の
総cholesterolの成績 において も2例 中1例 に
ホルモ ン投 与後20日目,ホ ルモ ソ中止後5日 目
に減 少の傾向を呈 し他 の1例 は投与後15日目に
最低 値 とな り蛋 白同化 ホルモ ソに男性 ホルモ ソ
作用 のあるこ とを示 した.
甲状腺 ホルモソに関 しては,脂 肪代謝 に影響
を与 える事 が知 られて居 りST}s8),Rosenman26⊃
は甲状腺 剤が血 清cholesterolを低 下 させ組織
cholestero1を増加 し,Thiouracilはcholest.
ero1を増 加 させ ると報告,一 方前立 腺に関 して
は甲状腺,前 立腺腫瘍 との関係が注 目され39㌧石
部40〕は甲状腺 ホル モン(Thyradin)をラッ ト
に投与 し前立腺重量 が対 照に比 し変化 はないか
或 はやや減少 する と報告,田辺25),は甲状腺 ホル
モン投与 に より犬前立腺分 泌液量の減少 を報 じ
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てい るが,著 者の犬前立腺分泌液 中の総cho1-
estero1の成績 では2例 中1例 に お いて10日目
と20日目に著 明な増加 を見 て女性ホル モソ投与
と同様 の変化を示 したが,他 の1例 におい ては
変化 な く一定 の所見 が得 られなかった.尚 症例
数 を増せば或 は変化 が現れ るのか も知れ ない.
以上 各種 ホル モン投与 に よるcholestero1値
の変 動を述べ た.前 立腺分泌液 中のcholestero1
の存 在意義 に就 いては尚不 明な点が少 くないが
少 くとも過cholestero1状態は前立腺 の活性 度
或は機能 の低下 を,其 の減少は充進 を意味す る
ことは確実 であ り,こ のことは第皿編 において




究を行 い各種 ホルモ ン投 与 による変動 を検索 し
た.一 般 に直接 間接 に男性 ホル モン作用 を示 す
と考 え られ るホルモ ンの投 与に に於 ては前立腺
分泌液 中の総cholestro1が減少 し,女 性 ホル
モン作用 を示 す と考 え られ るホル モソの投与 に
より総cholestero1の増加 の傾 向が 見 られた.
即 ち
1)男性ホルモ ン投与 ではホルモン投 与後5
日目において5例 中2例 に おい て総cholester
olの軽 度上昇 を認 め るも15日目では全 例 に お
いて減少 の傾 向が見 られ た.
2)性腺刺戟 ホルモン投与 では4例 中1例 に
ホル モン投与後5日 目におい て 総cholestero1
が軽度 に上昇 したが20日目では全例に減少の傾
向が見 られ た.
3)ACTH投 与 では3例 中2例 において 総
cholestro1の減少 の傾 向が見 られ他の1例 も20
日目にやや減少 を示 した.
4)蛋 白同化 ホルモソ投 与では,2例 中1例
において総cholestero1はホルモ ン投与20日目
中止 後5日 目に減少 の傾 向が見 られ他の1例 は
15日目で最低 値を示 した.
5)Prolactin投与 では2例 中1例 において
ホルモ ン投与後総cholestero1の軽度減少を15
日目,他 の1例 には10日目に之 を認 めたが著 変
は なかった.
9
6)女性 ホルモ ソ投 与ではホルモ ソ投 与5日
日に4例 中2例 に増加の傾 向を認め,10日目で
は4例 中3例 に増 加を見一方 エステル比におい
ては減少 の傾 向が見 られた.
7)副 腎皮 質ホルモン投 与ではホルモ ン投 与
5日 目において3例 中2例 に総cholestero1の
増加 の傾 向が見 られ た.
8)甲状腺 ホル モソ投与 では,ホ ルモ ン投 与
10日目と20日目に2例 中1例 に 総cholestero1
の変動 を見たが一 定の所見 が得 られず今 後症例




















8)田 辺=泌 尿 紀 要,11=466,1965.
g)Barr,D.P.eta1.Trans.Assoc.Am.
Physicians,65=102,1952.








15)赤 須:ホ と 臨 床,1:200,1953.
16)Marett,W.C.etal。:U.S.Armed
ForcesM.J.,4:1439,1953.
10 宮 尾:雄 性 副 性 器 と 脂 質ll
17)志 田(男 性 ホ ル モ ソ と 臨 床=医 歯 薬 出 版,




20)市 川:ホ と 臨 床,9:421,1961.

















31)木 村 他=最 新 医 学,17;1846,1962.
32)鈴 木 他=最 近 医 学,17=1821,1962.
33)佐 藤 他:ホ と 臨 床,11:1073,1963.
34)道 中:泌 尿 紀 要,6:188,1960.















●ヘ モ リン ドの有効 成 分 は豚 の痔 静
脈 叢の 組 織 を酵 素 分解 して得 た ポ..、
戴 轍欝H喚 健
活 作 用 に基 づ いて い ます。,、 川 。触 鋸班 腰"
●ヘ モ リ ン ドは経 腸投 与 や非経 口投 〈包 装>24錠 .120錠.600錠
与 で は効 果 な く、舌 下投 与 して始
め て 完全 な効 果 が発 現 します。
西 独 ラ イ ン フ ァ ー マ 社 製 品 販 売..
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